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本年度の学校教育活動についての反省を裏面の「年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状

況を測る指標」の「取組内容」に沿ってまとめました。（詳細は裏面及び本校ＨＰをご覧ください） 

【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】 

① いじめ防止に向けて、いじめ防止対策委員会を月１回の職員会議で行うことで、教職員間での情報共有ができ、教職員全体で児童看

護を進めることができました。また、学期１回のいじめアンケートから子ども同士のトラブルについて早期に把握し対応できました。 

② 朝の会・帰りの会での学級指導や日々の声かけにより、規範意識は高まってきています。校内アンケートの結果では、「学校の決ま

り・規則を守っていますか」の項目で、肯定的に答えた児童の割合は、どの学年も９０％を超えていますが、廊下・階段の歩行につ

いては不十分な実態があり今後も指導を強化する必要を感じています。 

③ 指標である学校生活アンケート「友だちとなかよくできていますか」の最も肯定的な回答は、１０クラス以上で目標の８０％を大き

く上回ることができました。友だちとのトラブルが子ども同士で、話し合いで解決できないこともあり継続指導を進めていきます。 

④ 各担任が児童の実態や家庭環境を把握し、定期的に家庭訪問や電話連絡等行い対応することができている。連絡がなかなか取れない

場合や、児童本人と直接会えない場合が家あるため、現状の改善を進めていきます。 

⑤ 学校生活アンケート「学校生活は楽しいですか」の項目において肯定的回答が目標の 90％をこえている。しかし、各学級においては

目標指数にわずかにおよんでない実態もあることから、新たな取り組みも含め考えていきたいと思います。 

⑥ あいさつの大切さについて、児童朝会や学級で指導してきたので、自ら進んで挨拶する児童が増えてきました。校内アンケートで「見

守り隊の方や学校に来られたお客さんへの挨拶ができていますか」の項目で、肯定的に答えた児童が９０％を超えていました。 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

① 教員による研究授業と全員研究授業が計画的に実施でき、事前の指導案検討会や授業後の研究討議会に指導講師を招へいすることで

指導助言のもとに教員が指導力の向上を図ることができてきました。また、算数の授業における「授業はよくわかりましたか」のア

ンケート項目について、肯定的な回答の児童の割合が９４．２％になっており、目標の９０％を上回ることができました。 

② 体育の授業の中で、継続的な運動や、柔軟性を高めるための取組みを全学年で昨年度から取り組みましたが、全国体力・運動能力、

運動習慣調査の結果としては表れませんでした。しかし、体力テストを 1年に複数回実施することで児童へのめあては明確になりま

した。「長座体前屈」「ソフトボール投げ」の記録において、1 学期の記録を上回ったクラスは、前者 53％、後者 94％で、合計 73％

でした。「ソフトボール投げ」は、身体が成長したことで記録も伸びやすいが、「長座体前屈」では、測定時期が寒いこともあり、記

録が思うように伸びず実施時期についても改善が求められました。 

③ 算数科の授業を通して、「自分の考えをもつことができたか」の項目において肯定的な回答する児童の割合が８０％以上の学級が１

０学級と高い数値を示しています。問題解決学習の形の定着もできてきてきたことから、これからも授業方法の改善に取り組みます。 

④ 保健委員による週１回の清潔調べで、ハンカチ・ティッシュの携行が習慣化してきましたが、学級によって差がありました。 

今年から取り組んでいる「給食後の歯磨き」については、肯定的な回答する児童の割合は６０％未満でした。歯磨き週間での取り組

みや、「健口まもる隊」の児童による積極的な声掛けにより自分の歯と口の健康を意識できるようになってきましたが、食後の歯磨

きやうがいの習慣化には至らなかったことが残念でした。来年度も引き続き取り組んでいきます。もう一つ取り組みに力を入れた歯

科検診後の治療受診率は昨年度の５４％を上回り、今年度７４％でした。児童の健康を守るためにも 100％をめざしていきます 

⑤ 食事の大切さに関心を持たせるしどうについては、栄養教諭による年２回の栄養指導を行うことができました。また、給食週間にお

いて、給食委員による食事の大切さを伝える取り組みを行ったり、担任による積極的な給食指導を進めたりすることで、残さず食べ

たと回答する児童が８９％に上りました。 

今回の反省を活かし、来年度の教育活動の改善につないでまいります。来年度も、本校教育活動推進

にご理科ご協力を賜りますよう、よろしくお願いします。 


